
 

 

 

 

質の高い教育とは？ 

                                    園長 川 嶋 佳 恵 

入園から１ヶ月が過ぎようとしています。新しい生活に不安を感じて登園時に保護者の方から離れ難かった子

どもたちも門の所で園長の私と挨拶をすると、保育室の前で待っている担任の所まで小走りに駆けよっていった

り、保護者の方と離れる時には涙が出るけれど…離れたらすぐに気持ちを切り替えて元気いっぱい楽しく遊ぶ様

子が見られるようになりました。｢今日も、○○して遊ぼう。｣｢今日は、どんな楽しいことがあるのかなぁ。｣｢今

日は、○○ちゃんと一緒に遊ぼう。｣等、子供園での生活への期待や喜びが感じられるようになったということで

すね。このような気持ちが支えになり、好きな遊びだけでなくみんなでする活動にも落ち着いて取り組むことが

できるようになり、それぞれの年齢に応じた経験がしっかりと積み重なっていくことにつながっています。  

担任の先生たちは、週の半ば以降になるとその週の子どもたちの様子や、それぞれの学年の年間指導計画に応

じて次の週(月曜から金曜まで)の教育・保育の流れや経験させたい内容、そして、その経験させたいことをどのよ

うな活動や遊びの中で経験させていくのか案を立てます。これを週案と言います。その週案にそって、毎日の教

育・保育の中で、子どもたちが、楽しく経験をしながらさまざまな力が確実に積みあがっていくように準備をし

たり、導入の仕方を工夫したり等に手間と時間をかけ、子どもたちに「質の高い教育」が提供できるよう一生懸命

取り組んでいます。 

 さて、ここでいう「質の高い教育」とはどのような教育でしょう。読み書き、計算ができることですか？幼児な

のに、小学生みたいなことができるということですか？もしも、そのようにお考えの保護者の方がいらっしゃっ

たとしたら、それは、高円寺北子供園が行っている「質の高い教育」とは違います。  

例えば、子どもたちは園生活の中で思い通りにいかないことにたくさん出会います。遊びの中で、生活の中で、

または友達との関わりの中で、物の取り合いになったり、順番を守らなければならなかったり、自分の思いが相

手に伝わらなかったり…集団生活の中では、思い通りにならないことの方が多いのかもしれません。そういう時

に、どのように折り合いを付けていくのか、折り合いの付け方を学ぶことも生きていくうえでは、とても大切な

スキルだと感じます。 

このスキルを身に付けていくためには、友達との関わりの中で、様々なやり取りや感情体験を繰り返し経験し

ていくことが大切だと考えています。遊びの中で、自分とは違う考えがあることに気付いたり、けんかをして悲

しい気持ちになったり、仲直りをしてうれしい気持ちになったり等、一つ一つの体験を通して、子どもたちは、人

との折り合いの付け方を学び、人への思いやりの心や感謝する心等、大切な｢生きる力｣を身に付けていきます。

この時、保育者が一方的に知識を詰め込んだり、ただ何となく、遊びや生活を見守ったりするだけでは、このよう

な学びは掴み取れません。 

保育者が、幼児の実態や年齢ごとの発達の特徴を的確にとらえ、遊びや生活、活動に取り組ませる際に、興味・

関心がもてるような環境を整えたり、発達に応じた教材を準備したり、楽しく経験できるように活動の導入を考

えたり、友達とのコミュニケーションが促されるような言葉を掛けたり等…様々な援助や指導を意図的・計画的

に行うことで、幼児が自ら掴み取る多くの学びがあり、将来、たくましく生きるための力、生涯にわたる人格形成

の基礎が確実に培われるのです。このような教育が、高円寺北子供園がめざす「質の高い教育」だと考えます。 

お子さんが思い通りにならなくて葛藤する様子は、かわいそうに感じたり、じれったく思ったりすることがあ

るかもしれません。しかし、年相応に思い通りにならない壁にぶつかることも、子どもたちの成長には欠かせな

いものなのです。高円寺北子供園では、このような経験を子どもたちの成長の上で、とても大切な機会と捉え、子

どもたちが、日々の生活の中で思い通りにならないことを乗り越えながら、たくましく成長していけるよう  

「質の高い教育」に尽力してまいります。もしも、お子様が学びを掴み取る過程のなかで、保護者の方が悩んだ

り、苦しくなってしまったりしたときには、一人で悩まず遠慮なく担任等の職員や園長にお声がけくださいね。 
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≪５月の保育≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★４歳児 くま組    

 くま組の子どもたちは新しい環境に少しずつ慣れ安心して自分のやりたい遊びを

見付けて遊ぶようになってきました。園庭で色水遊びや砂場のごちそうづくり、保育

室で中型積み木を使った車やお家作り等を楽しんでいます。 

 また、5 歳児と一緒に園内探検に出かけたり、ふれあい遊びを楽しんだりしながら

親しみをもって一緒に過ごしています。 

 今月は、簡単なルールのある新しい鬼遊び等を取り入れながら、戸外に出て体を動

かす心地よさや楽しさを感じられるようにしていきます。 

 

★３歳児 うさぎ組   

園生活にもすこしずつ慣れてきて、楽しそうな笑顔が増えてきました。登園時にち

ょっぴり涙が出る子どもたちも、保育者と触れ合いながら、シール貼りでのちょうち

ょう作り、ウレタン積み木を使った構成遊び、砂遊び、虫探し等、自分が興味をもっ

た遊びに取り組み、楽しむ様子がみられます。 

今月は、好きな遊びの他に、手遊びや体操、歌なども繰り返し楽しめるようにして

いきます。 

★５歳児 ぞう組 

新しい環境にも慣れ、いろいろな遊びを楽しんでいます。ピザ屋さんやお寿司のキ

ッチンカーなど、自分たちのしたいことを見付けて友達と一緒に遊ぶことを楽しんで

います。くま組がお客さんとなり、やり取りをしながら遊ぶことも楽しんでいます。

また、歓迎会や誕生会の司会をする中で、「ぞう組だからすごいことができた！」とい

う気持ちを感じています。 

今月は、みんなで体を動かす遊びを楽しんだり、遠足で共通の体験をすることを楽

しんだりしていきます。 

 

 

5月から『ひよこグループ』が始まります！ 

今年度も、未就園児の会『ひよこグループ』が始まります。「みんなで子育て」

をモットーに、悩み事を相談したり、子育ての楽しさや喜びを実感したりする場

になるようにしたいと思っています。 

園だよりやホームページで日程をお知らせしますので、お知り合いの方などに

もお声がけください。 

≪対象≫ 入園前のお子さん 

≪時間≫ ９：１５～１１：００ 

≪場所≫ 高円寺北子供園・園庭など 

≪持ち物≫親子ともうわばき・水分補給用の水筒・必要に応じて着替え 

 


